
　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
発
症
以
来
、
間
も
な
く
丸
三
年

に
な
り
ま
す
。
地
球
規
模
の
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
に
襲
わ
れ
、い
ま
だ
収

束
が
見
通
せ
な
い
状
況
で
す
。こ
の
冬
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
と
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
と
の
同
時
流
行
も
懸
念
さ
れ
て
お
り
、
意
識
し
て
こ
ま

め
に
室
内
換
気
の
徹
底
、
不
織
布
マ
ス
ク
の
正
し
い
着
用
、
ゼ
ロ
密
、

手
洗
い
な
ど
、
基
本
的
な
感
染
防
止
対
策
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
昨
年
二
月
二
十
四
日
に
は
、
ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
略

（
戦
争
）
を
開
始
。
美
し
い
町
並
み
が
破
壊
さ
れ
続
け
、
人
々
は

平
穏
な
生
活
を
失
い
、
子
ど
も
か
ら
笑
顔
を
奪
い
、
安
全
に
学

び
・
遊
び
・
家
族
と
健
や
か
に
成
長
す
る
時
間
が
、
奪
わ
れ
た
状

況
は
絶
対
に
許
さ
れ
ま
せ
ん
。
ま
た
、
北
朝
鮮
の
ミ
サ
イ
ル
発
射

を
繰
り
返
す
異
常
な
状
況
に
も
強
く
抗
議
し
ま

す
。こ
の
よ
う
な
中
で
、
昨
年
は「
核
共
有
」や

「
敵
基
地
攻
撃
能
力
保
持
」「
自
衛
隊
の
９
条
明

記
」「
防
衛
費
倍
増
」
な
ど
、
こ
の
機
に
便
乗
す

る
か
の
よ
う
に
国
民
的
議
論
を
軽
視
す
る
進
め

方
に
、
戦
争
が
で
き
る
国
に
向
か
っ
て
な
い
か
と

懸
念
を
持
つ
の
は
、
私
だ
け
で
し
ょ
う
か
。「
核
」

や
「
戦
争
」の
な
い
地
球
に
す
る
た
め
に
徹
底
し

た
議
論
・
外
交
が
不
可
欠
で
す
。

　
令
和
四
年
度
十
二
月
定
例
議
会
で
は
、
四
三

〇
億
三
、
五
〇
〇
万
円
の
補
正
予
算
が
可
決
。こ

の
予
算
に
は
、
原
油
価
格
・
物
価
高
騰
の
影
響
を

受
け
た
皆
様
や
八
月
の
豪
雨
災
害
の
復
旧
・
復
興

へ
の
特
別
支
援
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
へ

の
対
応
、
私
立
学
校
へ
の
光
熱
費
の
補
助
な
ど
、

喫
緊
の
課
題
へ
対
応
す
る
た
め
の
予
算
で
す
。
吉

村
美
栄
子
知
事
は「
新
型
コ
ロ
ナ
へ
の
対
応
と
社

会
経
済
活
動
の
両
立
。
す
な
わ
ち
、
ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ

に
向
け
た
新
た
な
段
階
へ
移
行
す
る
た
め
の
県
民

生
活
に
と
っ
て
大
切
な
予
算
」と
語
り
ま
し
た
。

　
私
た
ち
は
、
デ
ジ
タ
ル
化
や
グ
ロ
ー
バ
ル
化
な
ど
、

激
し
く
変
革
す
る
時
代
の
中
で
、
未
来
に
継
承

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
大
切
な
も
の
を
、
し
っ
か
り
と
見
極
め
、

次
代
を
担
う
子
ど
も
や
孫
た
ち
が
、
誇
り
と
自
信
を
も
っ
て
住

み
続
け
ら
れ
る
山
形
県
・
庄
内
・
酒
田
飽
海
を
つ
く
っ
て
い
か
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
私
た
ち
の
住
む
地
域
は
、
緑
豊
か
な
自
然
に

恵
ま
れ
た
美
し
い
地
域
で
す
。
過
去
か
ら
未
来
に
永
々
と
受
け

継
が
れ
、
人
の
命
を
育
む「
農
」の
原
風
景
を
、
守
り
、
輝
か
せ
、

未
来
に
継
承
す
る
責
任
を
果
た
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
を
、

肝
に
銘
じ
て
前
に
進
み
ま
す
。
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所属委員会（令和4年度）

●総務常任委員会
●まちづくり・交通インフラ対策特別委員会
●新型コロナウイルス感染症対策特別委員会
●山形県議会定数等検討委員会
●山形県議会議会機能強化検討会議
●山形県議会デジタル化推進会議
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③新型コロナ全般に関する相談
無症状者の相談

受付時間（土日祝日含む）／ 8:30から18:00
 0120-56-7383一般相談コールセンター

こころの健康に関する相談
 023-631-7060県精神保護福祉センター

受付時間（月～金）祝日除く／
9:00から12:00、13:00から17:00

受付時間（月～金）祝日除く／ 8:30から17:15

庄内保健所地域保健福祉課  0235-66-4931

ワクチンの副反応などに関する相談

受付時間（土日祝日含む）／ 8:30から18:00
 0120-56-7690県ワクチンコールセンター

聴覚・言語障がいのある方の相談

受付時間（平日）／ 8:30から17:15
 023-625-4294ファクス

かかりつけ医療
機関がある場合

①発熱や咳などの「病状がある」場合

県内新型コロナの
相談窓口

かかりつけ医療
機関がない場合

かかりつけ医療機関

受診前に、必ず
電話で受診相談。

0120-88-0006
受診相談コールセンター

受付時間／ 24時間対応
（土日祝日も含む）

②自己検診などで「陽性」に
　なった場合の登録や
　自宅療養中の健康相談

陽性者健康フォローアップセンター

陽性者登録部門 健康相談部門
050-5530-2138

（24時間受付）
●自宅療養中の体調不安
  や症状悪化時の相談
●自宅療養に関する
  問い合せに対応（療養
  期間、食料支援、
  宿泊療養ほか）
●医療機関で陽性診断
  の方の登録相談
●陽性者登録をして
  いない方も相談可能

●WEBサイトから陽性者の登録
  （発生届対象外や自己検査の方）
●食料支援や宿泊療養の調整、
  陽性の診断を示す
  通知メールの送付など
●体調に不安のある方や
　症状悪化時の相談対応
●療養期間などの問い合せ対応

050-5444-2359
（9:00から17:00）

※自己検査で陽性となった方に
関する相談窓口

庄内一丸、
知恵と力で
世界へ発進

令和4年8月14日（日）に
静岡県沼津市で開催された

『2022全日本一輪車競技大会』において
「4×100㍍リレー（24㌅チーム対抗B
男女）競技」「400㍍スプリント競技」で

日本新記録を樹立したことを
吉村美栄子知事に報告

（令和4年10月17日（月））。
2年後にアメリカで開催される
世界大会優勝を目指すと
抱負を語ってくれました。

令和4年10月30日（日）、
やまがたカラフルパレード実行委員会が主催する

多様な性が尊重され、誰もが自分らしく
生きられる社会へ、集まる、つながる、変える
『やまがた カラフルパレード』（山形市）に

参加しました。
参加者の皆様と一緒に笑顔で歩き、

とても素敵な時間を
共有させていただきました。

令和4年9月6日（火）、
県議会会派の県政クラブ研修会および

豪雨災害省庁要望会を主催。
農林水産省と国土交通省の

それぞれで、置賜地域豪雨災害への
生活・生業再建支援パッケージの支援や
最上川治水対策プロジェクト関連などの

要望を含めた研修会を行いました。
そして、野村哲郎・農林水産大臣に

要望書を手渡し、
県内の状況を説明いたしました。


